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震源過程の理解のために、地震時地殻変動データから断層面上のすべり分布を推定する逆解析が実施され

る。断層面を仮定すると、すべり分布を求める線形問題となり解析的表式が得られるが(Yabuki & Matsu’ura

1992)、断層形状を同時に推定する場合は非線形問題となる。矩形断層を仮定すると、傾斜角のみを求める特

殊な場合(Fukahata & Wright 2008)を除き、一般的にMCMC等の手法が用いられる(Fukuda & Johnson

2010)。 

 

本研究では、地表変位データから曲がった断層を含む断層形状と、その断層上のすべり分布を同時に推定する

深層学習モデルを検討した。一様半無限媒質における平面歪み問題において様々な断層形状・すべり分布に対

する地表変位を順解析し訓練・テスト用のデータセットを作成した。近年、ベクトルを変換する関数を学習す

る一般的な深層学習と異なり、関数を変換する作用素を学習する深層学習の研究が行われている。その代表例

であるDeepONet (Lu et al. 2021)を使用し、単純な全結合ニューラルネットワーク(FNN)と比較した。 

 

まず、観測データが正確で密に得られる場合で数値実験を行った。一定の傾斜角をもつ断層で傾斜角を推定す

る場合は、傾斜角が極めて高精度で推定された。傾斜角が深さとともに変化する一般の曲線断層を推定する場

合は推定誤差が大きくなるが、断層の大局的な形状は良く推定された。長波長のすべり分布は精度良く推定さ

れたが、短波長のすべり変化は特に深部において平滑化される傾向があった。DeepONetとFNNはほぼ同等の

性能であったが、訓練データセットと大きく異なる断層形状に対してはDeepONetの方がやや推定精度が高い

傾向が見られた。発表では、観測点密度や観測誤差の大きさに対する依存性を併せて議論する。
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